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は
じ
め
に

　
『
歌
経
標
式
』
は
、
七
七
二
年
（
宝
亀
三
年
）
に
藤
原
濱
成
に
よ
っ
て
光
仁

天
皇
に
献
上
さ
れ
た
現
存
最
古
の
歌
論
書
で
あ
る
。
そ
の
序
文
は
、
こ
の
時
代

和
歌
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し

て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
本
文
と
訓
み
下
し
文
は
以
下
の
と
お
り
）
1
（

。
内
容
に
よ
っ

て
三
段
に
分
け
て
示
す
。

臣
濱
成
言
。
原
夫
、
歌
者
所
以
感
鬼
神
之
幽
情
、
慰
天
人
之
恋
心
者
也
。

韻
者
所
以
異
於
風
俗
之
言
語
、
長
於
遊
楽
之
精
神
者
也
。
故
、
有
竜
女
帰

海
、
天
孫
贈
於
恋
婦
歌
、
味
耜
昇
天
、
会
者
作
称
威
之
詠
。
並
尽
雅
妙
之

音
韻
之
始
也
。

近
代
歌
人
、
雖
長
哥
句
、
未
知
音
韻
。
令
他
悦
懌
、
猶
無
知
病
。
准
之
上

古
、
既
無
春
花
之
儀
、
伝
之
来
葉
、
不
見
秋
実
之
味
。
無
六
体
、
何
能
感

慰
天
人
之
際
者
乎
。
故
、
建
新
例
、
則
抄
韻
曲
、
合
為
一
巻
。
名
曰
歌
式
。

蓋
亦
詠
之
者
無
罪
、
聞
之
者
足
以
戒
矣
。

伏
惟
、
聖
朝
端
歴
六
天
、
奉
楽
無
窮
。
栄
比
四
輪
、
御
賞
難
極
。
臣
含
恩

遇
、
奉
侍
聖
明
。
欲
以
撮
壌
導
涓
之
情
而
有
加
於
賞
楽
焉
。
若
蒙
収
採
、

幸
伝
当
代
者
、
可
久
可
大
之
功
、
並
天
地
之
貞
観
、
日
用
日
新
之
明
、
将

金
鏡
之
高
懸
。
臣
濱
成
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
謹
言
。

宝
亀
三
年
五
月
七
日
参
議
兼
刑
部
省
卿
守
従
四
位
上
勲
四
等
藤
原
朝

臣
濱
成
上
。

（
臣
濱
成
言ま
を

す
。
原
た
づ
ね
みれ
ば
夫そ

れ
、
歌
は
鬼
神
の
幽
情
を
感
ぜ
し
め
、
天て
ん

人に
ん

の
恋
心
を
慰
む
る
所
以
の
も
の
な
り
。
韻
は
風
俗
の
言げ
ん

語ぎ
ょ

に
異た
が

ひ
、
遊
楽

の
精
神
を
長ま

す
所
以
の
も
の
な
り
。
故
、
竜
女
海
に
帰
り
、
天
孫
婦
に
恋

ふ
る
歌
を
贈
る
こ
と
、
味
耜
天
に
昇
り
、
会つ
ど

へ
る
者
威
を
称ほ

む
る
詠う
た

を
作な

す
こ
と
有
り
。
並
び
に
雅
妙
の
音
韻
を
尽
く
す
始
め
な
り
。

近
代
の
歌
人
、
哥
句
に
長た

く
と
雖
も
、
未
だ
音
韻
を
知
ら
ず
。
他
を
し
て

悦
懌
せ
し
む
る
も
、
猶
ほ
病
を
知
る
こ
と
無
し
。
之
を
上
古
に
准な
ぞ

ふ
る
に
、

既
に
春
花
の
儀
す
が
た

無
く
、
之
を
来
葉
に
伝
ふ
る
に
、
秋
実
の
味
あ
ぢ
は
ひを
見
ず
。
六

『
歌
経
標
式
』
序
文
か
ら
う
か
が
う
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
歌
論
の
到
達
点
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体
無
く
は
、
何
ぞ
能
く
天
人
の
際あ
ひ
だを

感
慰
せ
し
め
む
や
。
故
、
新
し
き
例

を
建
て
、
則
ち
韻
曲
を
抄ぬ

き
、
合
は
せ
て
一
巻
と
為
す
。
名
づ
け
て
歌
式

と
曰
ふ
。
蓋
し
亦
之
を
詠
む
者
罪
無
く
、
之
を
聞
く
者
以
て
戒
む
に
足
ら

む
。

伏
し
て
惟
ひ
み
る
に
、
聖
朝
端
す
る
こ
と
六
天
に
歴あ
ま
ねき

、
楽
を
奉
る
こ
と

窮
ま
る
こ
と
無
し
。
栄
四
輪
に
比お
よ

び
、
賞
を
御つ
ら

ぬ
る
こ
と
極
ま
る
こ
と
難

し
。
臣
恩
遇
を
含ふ
ふ

み
て
、
聖
明
に
侍
り
奉
る
。
壌つ
ち

を
撮
り
涓
い
さ
ら
み
づを

導
く
情
こ
こ
ろ

を
以
て
賞
楽
に
加
わ
る
こ
と
有
ら
ん
と
欲
す
。
若
し
収
採
を
蒙か
が
ふり

て
、
幸

に
当
代
に
伝
は
ら
ば
、
久
し
か
る
べ
く
大
き
か
る
べ
き
功
は
、
天
地
の
貞

観
に
並
び
、
日
に
用
ゐ
日
に
新
し
き
明
は
、
将
に
金
鏡
の
高
懸
と
な
ら
ん

と
す
。
臣
濱
成
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
謹
言
。

宝
亀
三
年
五
月
七
日
参
議
兼
刑
部
省
卿
守
従
四
位
上
勲
四
等
藤
原
朝

臣
濱
成
上た
て
ま
つる
。）

　

序
文
は
歌
と
音
韻
の
重
要
性
を
説
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
理
想
の
歌
が
神
代

に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
神
代
に
比
し
て
音
韻
を
失
い
、
歌
病
を

犯
す
歌
を
作
る
昨
今
の
歌
人
の
現
状
を
憂
慮
し
な
が
ら
も
、
末
尾
に
向
け
て
当

代
を
聖
朝
と
し
て
称
揚
す
る
。

　

こ
う
し
た
文
脈
は
、
小
島
憲
之
（
一
九
六
五
）
や
『
注
釈
）
2
（

』、
村
田
正
博
（
二

〇
〇
五
）
等
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
李
善
「
上
文
選
注
表
」
や
「
毛

詩
」
大
序
、
あ
る
い
は
『
群
書
治
要
』
序
等
の
表
現
を
利
用
し
て
作
文
さ
れ
て

い
る
。
後
者
二
つ
は
臣
民
の
教
化
を
説
く
作
品
で
あ
り
、
特
に
「
毛
詩
」
大
序

は
政
教
の
具
と
し
て
の
詩
の
意
義
を
語
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
眼
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
表
現
を
用
い
る
本
序
文
も
ま
た
、「
楽
」
に
よ
る
君
臣
調
和
を
志
向
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
に
述
べ
る
が
、
こ
の
時
代
既
に
中

国
の
礼
楽
思
想
は
日
本
に
移
入
さ
れ
、
官
人
達
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
。
本
序

文
も
そ
う
し
た
思
想
を
背
景
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
細
野
哲
雄
（
一
九
四
九
）
が
つ
と
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
序
文

全
体
の
表
現
か
ら
は
「
毛
詩
」
大
序
の
よ
う
な
徹
底
し
た
政
教
的
態
度
は
う
か

が
え
な
い
）
3
（

。
本
序
文
は
あ
く
ま
で
も
『
歌
経
標
式
』
撰
述
の
意
図
を
述
べ
る
文

な
の
で
あ
っ
て
、
和
歌
の
倫
理
性
を
説
く
と
こ
ろ
に
主
眼
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

本
序
文
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、
理
想
的
な
歌
が
詠
ま
れ
た
神
代
と
比
し

て
堕
落
し
た
近
代
の
歌
人
を
憂
え
る
こ
と
で
本
書
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
な
の

で
あ
る
。

　

礼
楽
思
想
を
背
景
に
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
例
え
ば
『
古
今
集
』
両
序
の

よ
う
に
徹
底
し
て
和
歌
の
効
用
論
に
落
と
し
込
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
八
世

紀
後
半
に
お
け
る
和
歌
の
立
ち
位
置
や
和
歌
を
め
ぐ
る
思
想
の
到
達
度
が
う
か

が
え
る
。
本
序
文
を
そ
の
よ
う
な
文
章
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
本
作
品
の
和
歌

史
に
お
け
る
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、
序
文
の
論
旨

　
『
歌
経
標
式
』
序
文
が
い
か
な
る
論
理
を
展
開
し
て
い
る
の
か
、
歌
論
と
し

て
い
か
な
る
達
成
を
し
た
の
か
を
確
か
め
る
前
に
、
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
明

ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
序
文
は
漢
籍
の
表
現
を
多
く
利
用
し
な
が
ら
作
文

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
冒
頭
と
結
び
の
「
臣
濱
成
言
す
。
…
…
臣
濱
成
誠
惶

誠
恐
、
頓
首
謹
言
。」
は
、「
臣
善
言
。
…
…
謹
言
。（
臣
善
言
す
。
…
…
謹
言
。）」

（
李
善
「
上
文
選
注
表
」、『
文
選
』）
や
、「
臣
延
祚
言
。
…
…
臣
誠
惶
誠
恐
、

頓
首
死
罪
、
謹
言
。（
臣
延
祚
言
す
。
…
…
臣
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
死
罪
、
謹
言
。）」

（
呂
延
祚
「
進
五
臣
註
文
選
表
」、『
文
選
』）
と
い
っ
た
上
表
文
の
定
型
句
を
参

考
に
し
て
作
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
出
し
の
「
原
れ
ば
夫
れ
」
も
ま
た
、

『
文
鏡
秘
府
論
』（
北
・
句
端
）
所
引
の
『
文
筆
要
決
』
に
「
汎
叙
事
物
也
。（
汎

く
事
物
を
叙
す
る
な
り
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
章
を
始
め
る
際
の
定
型
的
表

現
で
あ
る
。

　
「
歌
は
鬼
神
の
幽
情
を
感
ぜ
し
め
、天
人
の
恋
心
を
慰
む
る
所
以
の
も
の
な
り
」

は
、
詩
の
働
き
を
述
べ
る
「
毛
詩
」
大
序
や
『
詩
品
』
序
の
表
現
に
も
と
づ
く
。

故
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼
神

0

0

0

、
莫
近
於
詩
。（
故
に
得
失
を
正
し
、
天

地
を
動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
詩
よ
り
近
き
莫
し
。）

 

（
卜
商
「
毛
詩
序
」、『
文
選
』
四
五
・
序
上
）

気
之
動
物
、
物
之
感
人
、
故
揺
蕩
性
情
、
行
諸
舞
詠
。
照
）
4
（

燭
三
才
、
暉
麗

萬
有
。
霊
祇
待
之
以
致
饗
、
幽
微
藉
之
以
昭
告
。
動
天
地
、
感
鬼
神

0

0

0

、
莫

近
於
詩
。（
気
之こ
れ

物
を
動
か
し
、
物
之
人
を
感
ぜ
し
む
、
故
に
性
情
を
揺

蕩
し
、
諸こ
れ

を
舞
詠
に
行
ふ
。
三
才
を
照
燭
し
、
萬
有
を
暉
麗
す
。
霊
祇
之

を
待
ち
て
以
て
饗
を
致
し
、
幽
微
之
を
藉か

り
て
以
て
昭
告
す
。
天
地
を
動

か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
詩
よ
り
近
き
莫
し
。） 

（『
詩
品
』
序
）

　

後
者
『
詩
品
』
序
に
つ
い
て
、
村
田
（
二
〇
〇
五
）
は
「『
霊
祇
…
』・『
幽

微
…
』
を
前
提
し
て
、『
動w

天
地a

感w

鬼
神q

』
に
言
い
及
ぶ
の
は
、
当
面
の

『
感w

鬼
神
之
幽
情q

』
を
導
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
」
と
す
る
（
二
八
三
頁
、

圏
点
略
）。「
霊
祇
」
は
天
地
の
神
、「
幽
微
」
は
奥
深
い
思
い
の
意
で
あ
り
、

こ
れ
を
承
け
て
「
天
地
を
動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
」
と
展
開
す
る
点

は
、
当
該
序
文
が
「
鬼
神
の
幽
情
」、
す
な
わ
ち
鬼
神
の
奥
深
い
心
を
感
動
さ

せ
る
と
述
べ
て
い
る
点
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
続
け
て
「
韻
は
風
俗
の
言
語
に
異
ひ
、
遊
楽
の
精
神
を
長
す
所
以

の
も
の
な
り
」
と
述
べ
、
韻
が
平
生
使
う
言
葉
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
遊
び

楽
し
む
心
を
増
す
も
の
で
あ
る
と
説
く
。『
注
釈
』
は
「
韻
」
を
「
歌
」
と
同

義
で
「
詩
賦
・
歌
曲
の
意
」
と
す
る
が
、「
悲
歌0

吐
清
響
、
雅
韻0

播
幽
蘭
。（
悲

歌
清
響
を
吐
き
、
雅
韻
幽
蘭
を
播
く
。）」（
陸
機
「
日
出
東
南
隅
行
」、『
藝
文

類
聚
』
四
一
・
楽
部
一
・
論
楽
）
の
例
が
示
す
よ
う
に
、「
韻
」
は
「
歌
」
に

付
随
す
る
音
の
響
き
を
指
す
。「
風
俗
」
は
「
長
年
の
間
に
自
然
に
形
成
さ
れ

た
気
風
・
習
俗
」（『
全
訳
漢
辞
海
』）
の
こ
と
で
、「
毛
詩
」
大
序
に
も
「
先
王

以
是
経
夫
婦
、
成
孝
敬
、
厚
人
倫
、
美
教
化
、
移
風
俗

0

0

。（
先
王
是
を
以
て
夫

婦
を
経た
だ

し
、孝
敬
を
成
し
、人
倫
を
厚
く
し
、教
化
を
美
に
し
、風
俗
を
移
す
。）」

と
あ
っ
た
。

　

韻
が
「
遊
楽
の
精
神
」
を
増
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
表
現
は
、
音
楽
性
を
伴

う
和
歌
が
「
楽
」
の
範
囲
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
た
表
現
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
和
歌
は
韻
を
備
え
る
か
ら
こ
そ
「
楽
」
の
霊
能
が
発
揮
で
き
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
鬼
神
・
天
人
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、「
毛
詩
」
大
序
が
「
故
に
得
失
を
正
し
」
以
下
詩
の
政
教
的
な
意
義
を
説
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く
の
に
対
し
て
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
る
本
序
文
が
以
下
和
歌
の
起
源
の
説
明
に
展

開
し
て
行
く
の
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
和
歌
の
効
用
を
「
楽
」
に
よ
っ
て
説

く
こ
の
二
文
だ
が
、
そ
れ
が
政
教
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
必
ず
し
も
明

ら
か
に
し
な
い
点
は
、
本
序
文
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
（
こ
の

点
後
述
）。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
文
脈
を
承
け
て
序
文
は
「
故
、
竜
女
海
に
帰
り
、
天
孫
婦

に
恋
ふ
る
歌
を
贈
る
こ
と
、
味
耜
天
に
昇
り
、
会
へ
る
者
威
を
称
む
る
詠
を
作

す
こ
と
有
り
。
並
び
に
雅
妙
の
音
韻
を
尽
く
す
始
め
な
り
」
と
神
代
の
歌
に
言

及
し
、
そ
れ
ら
を
歌
の
起
源
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る

歌
は
、
記
紀
の
彦
火
火
出
見
尊
が
豊
玉
姫
に
送
っ
た
歌
（
記
歌
謡
八
・
紀
歌
謡

五
）
と
、
天
稚
彦
に
間
違
え
ら
れ
て
大
い
に
怒
り
昇
天
し
た
味
耜
高
彦
根
神
の

華
麗
さ
を
喪
に
会
し
た
者
が
う
た
っ
た
歌
（
記
歌
謡
七
・
紀
歌
謡
二
）
と
で
、

と
も
に
韻
の
優
れ
た
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
）
5
（

。
神
代
に
う
た
わ
れ
た
よ

う
な
典
雅
な
韻
を
持
つ
歌
を
う
た
う
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
以
下
、
神
代
に
比
べ
て
昨
今
の
歌
人
は
歌
句
作
り
に
は
巧
み
で
あ
る

が
音
韻
を
知
ら
ず
、
ま
た
、
他
人
を
喜
ば
せ
ら
れ
る
も
の
の
歌
病
を
知
ら
な
い

こ
と
を
嘆
き
、『
歌
経
標
式
』
編
纂
の
理
由
が
説
か
れ
る
。

近
代
の
歌
人
、
哥
句
に
長
く
と
雖
も
、
未
だ
音
韻
を
知
ら
ず
。
他
を
し
て

悦
懌
せ
し
む
る
も
、
猶
ほ
病
を
知
る
こ
と
無
し
。
他
を
し
て
悦
懌
せ
し
む

る
も
、
猶
ほ
病
を
知
る
こ
と
無
し
。
之
を
上
古
に
准
ふ
る
に
、
既
に
春
花

の
儀
無
く
、
之
を
来
葉
に
伝
ふ
る
に
、
秋
実
の
味
を
見
ず
。
六
体
無
く
は
、

何
ぞ
能
く
天
人
の
際
を
感
慰
せ
し
め
む
や
。
故
、
新
し
き
例
を
建
て
、
則

ち
韻
曲
を
抄
き
、
合
は
せ
て
一
巻
と
為
す
。
名
づ
け
て
歌
式
と
曰
ふ
。
蓋

し
亦
之
を
詠
む
者
罪
無
く
、
之
を
聞
く
者
以
て
戒
む
に
足
ら
む
。

　

理
想
の
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
神
代
に
対
し
て
堕
落
し
た
近
代
歌
人
を
慨
嘆
し

な
が
ら
、
そ
れ
を
春
の
花
の
美
し
さ
が
な
く
、
そ
う
し
た
歌
を
将
来
に
伝
え
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
そ
こ
に
は
秋
の
実
の
味
わ
い
が
な
い
よ
う
だ
と
譬
え
、「
六

体
」
の
重
要
性
を
説
く
。
こ
の
「
六
体
」
は
先
行
研
究
で
何
を
指
す
も
の
か
説

が
分
か
れ
て
い
る
が
、『
注
釈
』
が
「（
稿
者
注
、「
毛
詩
」
大
序
の
）
六
義
を

ふ
ま
え
て
、
詩
歌
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
意
と
し
て
用
い
た
も
の
」
と
説
く
の
が

妥
当
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
本
書
は
歌
病
と
と
も
に
歌
体
を
論
じ
た
書
で
あ
る
。

本
書
の
言
う
歌
体
と
は
、
韻
の
整
・
不
整
や
音
数
の
足
・
不
足
、
言
語
表
現
の

適
・
不
適
に
も
関
わ
る
概
念
を
指
す
。
こ
こ
は
、
歌
病
が
な
く
音
韻
も
整
っ
た

歌
体
で
な
け
れ
ば
天
地
の
人
々
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
、
本

書
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
も
の
と
解
し
た
い
。

　
「
合
は
せ
て
一
巻
と
為
す
。
名
づ
け
て
歌
式
と
曰
ふ
」
は
、
小
島
（
一
九
六
五
）

が
指
摘
す
る
と
お
り
、『
文
選
』
序
の
「
都
為
三
十
卷

0

0

0

0

、
名
曰

0

0

文
選
云
耳
。（
都

て
三
十
卷
と
為
し
、
名
づ
け
て
文
選
と
曰
ふ
の
み
。）」
や
李
善
「
上
文
選
注
表
」

の
「
合
成

0

0

六
十
巻0

。（
合
は
せ
て
六
十
巻
と
成
す
。）」
に
よ
る
。

　

続
く
「
蓋
し
亦
之
を
詠
む
者
罪
無
く
、
之
を
聞
く
者
以
て
戒
む
に
足
ら
む
。」

は
、「
毛
詩
」
大
序
の
「
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
、
主
文
而
譎
諫
、
言
之

0

0

者
無
罪

0

0

0

、
聞
之
者
足
以
戒

0

0

0

0

0

0

、
故
曰
風
。（
上
は
風
を
以
て
下
を
化
し
、
下
は
風

を
以
て
上
を
刺
す
、
文
を
主
と
し
て
譎
諫
す
、
之
を
言
ふ
者
罪
無
く
、
之
を
聞

く
者
以
て
戒
む
る
に
足
る
、
故
に
風
と
曰
ふ
。）」
に
よ
っ
た
表
現
（
小
島
〈
一
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九
六
五
〉、『
注
釈
』。
村
田
〈
二
〇
〇
五
〉
は
『
群
書
治
要
』
序
に
よ
る
と
す
る
）。

意
味
が
取
り
づ
ら
い
が
、「
詠
」
は
声
を
引
い
て
歌
う
意
で
あ
り
、「
之
」
が
前

文
の
「
歌
式
」
を
指
す
と
す
る
と
書
を
読
む
意
で
用
い
る
の
は
適
さ
な
い
。
こ

こ
は
「
本
書
を
読
め
ば
誤
り
の
無
い
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
、
そ
う
し
た
歌
を

聞
く
者
は
自
分
の
作
歌
の
戒
め
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
旨
を
述
べ
て

い
る
も
の
と
解
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
表
現
の
典
拠
と
な
る
「
毛
詩
」
大
序
と
は
異
な
り
、
本
序
文

に
は
為
政
者
と
人
民
と
が
互
い
に
「
風
」
を
以
て
教
化
と
風
刺
の
関
係
に
あ
る

と
す
る
「
上
は
風
を
以
て
下
を
化
し
、
下
は
風
を
以
て
上
を
刺
す
」
に
該
当
す

る
表
現
が
な
い
。
毛
詩
大
序
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
理
論
の
全
て
を
和

歌
に
転
用
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
し
て
、
以
下
本
序
文
は
結
び
へ
と
続
く
。

伏
し
て
惟
ひ
み
る
に
、
聖
朝
端
す
る
こ
と
六
天
に
歴
き
、
楽
を
奉
る
こ
と

窮
ま
る
こ
と
無
し
。
栄
四
輪
に
比
び
、
賞
を
御
ぬ
る
こ
と
極
ま
る
こ
と
難

し
。
臣
恩
遇
を
含
み
て
、
聖
明
に
侍
り
奉
る
。
壌
を
撮
り
涓
を
導
く
情
を

以
て
賞
楽
に
加
わ
る
こ
と
有
ら
ん
と
欲
す
。
若
し
収
採
を
蒙
り
て
、
幸
に

当
代
に
伝
は
ら
ば
、
久
し
か
る
べ
く
大
き
か
る
べ
き
功
は
、
天
地
の
貞
観

に
並
び
、
日
に
用
ゐ
日
に
新
し
き
明
は
、
将
に
金
鏡
の
高
懸
と
な
ら
ん
と

す
。
臣
濱
成
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
謹
言
。

　

光
仁
天
皇
の
治
世
を
讃
美
し
な
が
ら
本
書
の
採
択
を
願
う
文
脈
だ
が
、
傍
線

部
は
小
島
（
一
九
六
五
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
李
善
「
上
文
選
注
表
」
の
以
下

の
表
現
を
借
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

伏
惟

0

0

、
陛
下
経
緯
成
徳
、
文
思
垂
風
。
…
…
孰
可
撮
壤

0

0

崇
山
、
導
涓

0

0

宗
海
。

臣0

蓬
衡
蕞
品
…
…
謹
言

0

0

。（
伏
し
て
惟
ひ
み
る
に
、陛
下
の
経
緯
徳
を
成
し
、

文
思
風
を
垂
る
。
…
…
孰
れ
か
壤
を
撮
り
山
を
崇た
か

く
し
、
涓
を
導
き
海
を

宗む
ね

と
せ
ん
。
臣
蓬
衡
蕞
品
…
…
謹
言
。）

　

こ
う
し
た
表
現
を
用
い
な
が
ら
も
、「
楽
を
奉
る
こ
と
窮
ま
る
こ
と
無
し
」
や
、

「
壌
を
撮
り
涓
を
導
く
情
を
以
て
賞
楽
に
加
わ
る
こ
と
有
ら
ん
と
欲
す
」
と
い

う
よ
う
に
、
光
仁
朝
が
「
楽
」
に
満
ち
た
治
世
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

点
は
重
要
で
あ
る
。

　

序
文
末
尾
の
「
若
し
収
採
を
蒙
り
て
、
幸
に
当
代
に
伝
は
ら
ば
、
久
し
か
る

べ
く
大
き
か
る
べ
き
功
は
、
天
地
の
貞
観
に
並
び
、
日
に
用
ゐ
日
に
新
し
き
明

は
、
将
に
金
鏡
の
高
懸
と
な
ら
ん
と
す
」
は
『
周
易
』
や
そ
の
注
の
表
現
を
参

考
に
（
小
島
〈
一
九
六
五
〉・『
注
釈
』）、
直
接
的
に
は
『
群
書
治
要
』
序
を
利

用
し
た
も
の
だ
ろ
う
（
村
田
〈
二
〇
〇
五
〉）。

有
親
則
可
久
、
有
功
則
可
大
。【（
王
弻
注
）
有
易
簡
之
德
、
則
能
成
可
久

0

0

、

可
大
之
功

0

0

0

0

。】（
親
有
ら
ば
則
ち
久
し
か
る
べ
く
、
功
有
ら
ば
則
ち
大
き
か

る
べ
し
。【（
王
弻
注
）
易
簡
の
徳
有
ら
ば
、
則
ち
能
く
久
し
か
る
べ
く
、

大
き
か
る
べ
き
功
を
成
す
。】） 

（『
周
易
注
』
七
・
繋
辞
上
）

天
地
之
道
、
貞
観

0

0

者
也
。
日
月
之
道
、
貞
明
者
也
。（
天
地
の
道
は
、
貞

観
の
者
な
り
。
日
月
の
道
は
、
貞
明
の
者
な
り
。）

 

（『
周
易
』
八
・
繋
辞
下
）

百
姓
日
用

0

0

而
不
知
。
…
…
日
新

0

0

之
謂
盛
徳
。（
百
姓
日
に
用
ゐ
て
而し
か

も
知

ら
ず
。
…
…
日
に
新
し
き
之
盛
徳
と
謂
ふ
な
り
。）
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（『
周
易
』
七
・
繋
辞
上
）

可
久
可
大
之
功
、
並
天
地
之
貞
観
、
日
用
日
新
之
徳
、
将
金
鏡
以
長
懸
。

（
久
し
か
る
べ
く
大
き
か
る
べ
き
功
は
、
天
地
の
貞
観
に
並
び
、
日
に
用

ゐ
日
に
新
た
な
る
徳
は
、
将
に
金
鏡
の
長
懸
と
な
ら
ん
と
す
。）

 

（『
群
書
治
要
』
序
）

　

以
上
、
本
序
文
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
き
た
。
本
序
文
は
李
善
「
上
文
選

注
表
」
を
骨
格
と
し
な
が
ら
、
毛
詩
大
序
や
『
群
書
治
要
』
序
と
い
っ
た
政
教

を
説
く
作
品
の
表
現
を
用
い
て
作
文
さ
れ
て
い
た
。
君
臣
和
合
を
説
く
こ
れ
ら

の
作
品
を
取
り
込
む
本
序
文
に
も
「
楽
」
に
よ
る
和
合
を
志
向
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
、
そ
う
し
た
思
想
を
背
景
に
本
序
文
が
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
た
だ
し
、「
楽
」
と
和
歌
と
の
関
連
を
示
す
冒
頭
部
以
降
、
和
歌
の
効
用

が
詳
し
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
話
題
は
近
代
歌
人
批
判
へ
と
移
っ
て
い
く
。

こ
の
こ
と
は
、
本
序
文
が
あ
く
ま
で
『
歌
経
標
式
』
撰
進
の
由
を
述
べ
る
文
な

の
で
あ
っ
て
、
和
歌
の
倫
理
性
を
語
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
眼
が
な
い
こ
と
を
表

す
の
だ
ろ
う
。

　

次
節
で
は
、
本
序
文
の
眼
目
で
あ
る
本
書
編
纂
の
意
図
を
述
べ
る
文
脈
に
つ

い
て
、
そ
の
論
述
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
着
想
を
得
て
作
文
さ
れ
た
の
か

を
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
序
文
の
述
作

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
序
文
は
漢
籍
か
ら
学
ん
だ
表
現
を
多
数
利
用

し
な
が
ら
、
理
想
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
神
代
に
比
し
て
堕
落
し
た
当
代
の
現
状

を
嘆
く
こ
と
で
、
和
歌
の
新
た
な
規
範
を
打
ち
出
す
『
歌
経
標
式
』
を
編
ん
だ

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
書
成
立
の
事
情
を
述
べ
る
た
め
に
和
歌
の
起
源
を
神

代
に
求
め
、
当
代
と
比
較
す
る
こ
と
で
本
書
の
必
要
性
を
説
く
こ
う
し
た
論
法

は
、
例
え
ば
『
古
今
集
』
両
序
が
和
歌
の
起
源
を
神
代
に
設
定
し
、
和
歌
の
衰

退
を
述
べ
な
が
ら
『
古
今
集
』
編
纂
の
事
情
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
後
代
に

は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、『
歌
経
標
式
』
成
立
時
点
で
は
こ
う

し
た
行
論
が
通
例
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し
た
述
作
は
、
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
発
想
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

和
歌
の
起
源
を
神
代
に
求
め
た
点
に
つ
い
て
、
村
田
（
二
〇
〇
五
）
は
『
文

心
雕
竜
』
原
道
の
記
述
を
指
摘
す
る
。

人
文
之
元
、
肇
自
太
極
。
幽
賛
神
明
、
易
象
惟
先
。
…
…
唐
虞
文
章
、
則

煥
乎
為
）
6
（

盛
。
元
首
載
歌
、
既
発
吟
詠
之
志
、
益
稷
陳
謨
、
亦
垂
敷
奏
之
風
。

（
人
文
の
元
は
、
太
極
よ
り
肇
ま
る
。
神
明
を
幽
賛
し
て
、
易
象
惟
れ
先

だ
つ
。
…
…
唐
虞
の
文
章
、
則
ち
煥
乎
と
し
て
盛
ん
な
り
と
為
す
。
元
首

の
載
歌
、
既
に
吟
詠
の
志
を
発
し
、
益
稷
の
陳
謨
、
亦
敷
奏
の
風
を
垂

る
。） 

（『
文
心
雕
竜
』
一
・
原
道
）

　
「
人
文
」
の
起
こ
り
は
「
太
極
」
に
あ
る
と
述
べ
、
詩
文
の
始
ま
り
を
尭
舜

の
時
代
に
求
め
る
。「
人
文
」・「
太
極
」
は
も
と
は
『
易
経
』
の
語
だ
が
、「
夫

太
極
之
初
、
渾
沌
未
分
。（
夫
れ
太
極
の
初
め
、
渾
沌
未
だ
分
れ
ず
。）」（
曹
植

「
七
啓
八
首
」、『
文
選
』
三
四
・
七
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
混
沌
と
し
て
未
分

化
な
状
態
の
こ
と
。「
唐
虞
」
は
堯
帝
・
舜
帝
を
そ
の
氏
か
ら
言
っ
た
も
の
で
、
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「
元
首
の
載
歌
」
は
舜
帝
と
臣
下
の
皐
陶
と
の
唱
和
を
指
す
（『
尚
書
』
益
稷
・

五
。『
藝
文
類
聚
』〈
楽
部
三
・
歌
〉
に
も
載
る
）。
こ
こ
で
は
人
文
が
混
沌
未

分
の
状
態
か
ら
生
ま
れ
、
堯
舜
の
時
代
に
詩
文
が
花
開
い
た
と
い
う
文
学
原
論

を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
文
心
雕
竜
』
が
詩
文
の
起
源
と
し
て
仰
ぐ
帝
堯
・
帝
舜
の
時
代
は
無
論
神

の
時
代
で
は
な
い
。
し
か
し
、
村
田
（
二
〇
〇
五
）
が
「『
歌
経
標
式
』
序
文

が
歌
の
起
源
と
し
て
提
示
す
る
神
代
と
い
う
の
は
、
人
文
以
前
の
、
文
字
ど
お

り
神
の
時
代
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
記
・
紀
の
伝
承
に
託
し
て
、
い
っ
そ
う
歌

の
起
源
を
遡
ら
せ
る
こ
と
で
権
威
づ
け
よ
う
と
す
る
、
こ
の
国
な
り
の
想
念
が

発
揮
さ
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
」（
三
〇
二
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
本
序

文
の
述
作
は
、
人
文
の
起
源
を
説
く
『
文
心
雕
竜
』
に
学
び
な
が
ら
、
和
歌
の

起
こ
り
を
神
代
に
移
す
こ
と
で
和
歌
の
権
威
付
け
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

本
序
文
が
そ
の
論
法
を
『
文
心
雕
竜
』
に
学
ん
だ
形
跡
は
当
代
の
歌
人
を
批

判
す
る
文
脈
に
も
見
え
る
。

自
近
代
辞
人

0

0

0

0

、
率
好
詭
巧
。
原
其
為
体
、
訛
勢
所
変
。
…
…
勢
流
不
反
、

則
文
体
遂
弊
。
秉
茲
情
術
、
可
無
思
耶
。（
近
代
よ
り
辞
人
は
、
率お
ほ
むね
詭

巧
を
好
む
。
原
る
に
其
の
体
為
る
は
、
訛
勢
の
変
ず
る
所
な
り
。
…
…
勢

流
れ
て
反
ら
ず
、
則
ち
文
体
遂
に
弊
れ
ん
。
茲
の
情
術
を
秉と

る
こ
と
、
思

ひ
無
か
る
べ
け
ん
や
。） 

（『
文
心
雕
竜
』
六
・
定
勢
）

　
「
近
代
の
歌
人
、
哥
句
に
長
く
と
雖
も
、
未
だ
音
韻
を
知
ら
ず
」
と
類
似
す

る
『
文
心
雕
竜
』
定
勢
の
表
現
で
あ
る
。「
詭
巧
」
は
奇
抜
な
巧
さ
の
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
近
代
以
降
の
作
家
が
新
奇
を
好
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
「
訛
勢
」、
す
な
わ
ち
誤
っ
た
傾
向
に
よ
っ
て
変
化
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
嘆
く
。
さ
ら
に
定
勢
で
は
、
そ
う
し
た
状
態
が
続
け
ば

文
体
は
破
壊
さ
れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
作
家
は
奇
を
て
ら
っ
た
文
体
を
続
け

る
こ
と
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

本
序
文
で
は
「
近
代
の
歌
人
…
…
」
の
直
後
に
「
他
を
し
て
悦
懌
せ
し
む
る

も
、
猶
ほ
病
を
知
る
こ
と
無
し
」
と
、
近
代
歌
人
の
歌
病
へ
の
無
理
解
に
も
言

及
し
て
い
る
。「
悦
懌
」
は
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
四
に
「
悦
懌

0

0

若
九
春
、
磬
折

似
秋
霜
。（
悦
懌
す
る
こ
と
九
春
の
若
く
、
磬
折
す
る
こ
と
秋
霜
に
似
た
り
。）」

（『
文
選
』
二
三
・
詠
懐
）
と
あ
る
よ
う
に
、
人
を
喜
ば
せ
る
意
。『
文
心
雕
竜
』

（
四
・
論
説
）
に
は
「
説
者
悦
也
。兌
為
口
舌
、故
言
咨
資
悦
懌

0

0

。過
悦
必
偽
。（
説

は
悦
な
り
。
兌
を
口
舌
と
為
す
、
故
に
言
は
悦
懌
に
資
す
。
悦
に
過
ぐ
れ
ば
必

ず
偽
な
り
。）」
と
い
う
よ
う
に
、「
論
説
」
の
「
説
」
を
説
い
て
、
説
と
は
口

舌
を
操
る
言
語
に
よ
っ
て
人
を
喜
ば
せ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
度
を
過
ご
し
て

し
ま
え
ば
虚
偽
に
な
る
と
戒
め
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。
音
韻
も
整
っ
て
お
ら
ず

歌
病
も
犯
し
た
歌
が
人
を
喜
ば
せ
る
た
め
、
ま
す
ま
す
そ
う
し
た
傾
向
が
広

ま
っ
て
い
く
現
状
を
憂
慮
す
る
『
歌
経
標
式
』
序
文
の
発
想
は
、
定
勢
の
言
説

に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
序
文
は
こ
う
し
た
近
代
歌
人
の
有
様
を
「
春
花
」「
秋
実
」
の
ど
ち

ら
も
欠
け
る
こ
と
を
批
判
し
、
六
体
を
備
え
な
い
歌
が
天
も
人
も
感
動
さ
せ
ら

れ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
春
花
」「
秋
実
」
は
中
国
の
文
学
論
に

良
く
見
え
る
譬
喩
で
あ
り
、
本
序
文
は
そ
う
し
た
表
現
を
学
ん
で
執
筆
さ
れ
た
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の
だ
ろ
う
。

　

花
実
の
譬
喩
は
「
採
庶
子
之
春
華

0

0

、
忘
家
丞
之
秋
実

0

0

。（
庶
子
の
春
華
を
採
り
、

家
丞
の
秋
実
を
忘
る
。）」（『
三
国
志
』
魏
書
十
二
、
邢
顒
伝
）
の
よ
う
に
、
文

学
論
だ
け
で
な
く
人
の
性
質
を
述
べ
る
文
脈
で
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
礼
を

重
ん
じ
媚
び
る
こ
と
の
な
い
邢
顒
を
冷
遇
す
る
曹
植
を
劉
楨
が
諌
め
た
書
簡
中

の
表
現
で
あ
り
、
曹
植
が
「
庶
子
（
＝
劉
楨
）」
の
華
や
か
さ
を
取
り
、「
家
丞

（
＝
邢
顒
）」
の
堅
実
さ
を
軽
視
し
た
と
人
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
憂
え
て
い
る
。

　

文
学
論
と
し
て
は
「
夫
学
者
猶
種
樹
也
。
春0

玩
其
華0

、
秋0

登
其
実0

。
講
読
文

章
、
春
華

0

0

也
。
脩
身
利
行
、
秋
実

0

0

也
。（
夫
れ
学
は
猶
ほ
樹
を
種う

う
る
が
ご
と

き
な
り
。
春
に
其
の
華
を
玩
び
、
秋
に
其
の
実
を
登み
の

ら
す
。
文
章
を
講
読
す
る

は
、
春
華
な
り
。
身
を
脩
め
利
行
す
る
は
、
秋
実
な
り
。）」（『
顔
氏
家
訓
』
三
・

勉
学
八
）
や
、「
衡
陽
王
須
文
学
、
当
使
華
実
相
称

0

0

0

0

、
不
得
止
取
貴
遊
子
弟
而
已
。

（
衡
陽
王
文
学
を
須も
と

め
、
当
に
華
実
を
し
て
相
称か
な

は
し
む
べ
く
、
貴
遊
の
子
弟

を
取
り
止
む
こ
と
得
ざ
る
の
み
。」（『
南
史
』
四
一
・
蕭
道
度
列
伝
）
等
の
例

が
示
す
よ
う
に
、
花
実
ど
ち
ら
も
備
え
る
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
花
実
論
は
『
文
心
雕
竜
』
に
も
見
え
る
。

聖
賢
書
辞
、
総
称
文
章
。
…
…
木
体
実

0

0

而
花
萼

0

0

振
、
文
附
質
也
。
虎
豹
無

文
、
則
鞹
同
犬
羊
。
…
…
質
待
文
也
。（
聖
賢
の
書
辞
、
総
て
文
章
と
称
す
。

…
…
木
は
体
実
に
し
て
花
萼
振
ふ
は
、
文
の
質
に
附
け
る
な
り
。
虎
豹
も

文
無
く
ん
ば
、
則
ち
鞹
は
犬
羊
に
同
じ
。
…
…
質
の
文
を
待
つ
な
り
。）

 

（『
文
心
雕
竜
』
七
・
情
采
）

然
則
聖
文
之
雅
麗
、
固
銜
華0

而
佩
実0

者
也
。（
然
ら
ば
則
ち
聖
文
の
雅
麗

な
る
は
、
固
よ
り
華
を
銜ふ
く

み
て
実
を
佩
ぶ
る
者
な
り
。）

 

（『
文
心
雕
竜
』
二
・
徴
聖
）

　

こ
こ
で
は
「
花
」
は
「
文
」
で
あ
り
表
面
に
現
れ
る
美
し
さ
を
、「
実
」
は

「
質
」
で
あ
り
内
に
こ
め
ら
れ
た
深
い
内
容
を
意
味
し
、
聖
人
の
文
章
は
文
質

を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
新
間
一
美
〈
二
〇
〇
三
〉）。
こ
の

よ
う
に
花
実
備
え
持
つ
こ
と
を
理
想
と
す
る
か
ら
こ
そ
、

而
近
代
辞
人
、
務
華0

棄
実0

。（
而
る
に
近
代
の
辞
人
は
、
華
に
務
め
て
実

を
棄
つ
。） 

（『
文
心
雕
竜
』
十
・
程
器
）

と
い
う
近
代
作
家
へ
の
批
判
も
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
右
の
例
は
昨
今
の
作
家

が
見
た
目
の
華
や
か
さ
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
内
容
を
伴
わ
な
い
こ
と
を
憂
え

た
も
の
で
、
先
に
引
用
し
た
定
勢
の
記
述
と
対
応
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
歌
経
標
式
』
序
文
で
は
近
代
歌
人
は
花
も
実
も
備
え
な
い
も

の
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
と
は
表
現
を
異
に
す
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
本
序
文
で
は

近
代
歌
人
は
歌
句
の
表
現
に
は
巧
み
だ
が
音
韻
に
は
無
頓
着
で
あ
り
、
ゆ
え
に

真
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
た
。『
文
心
雕
竜
』
等
漢

籍
の
表
現
か
ら
す
れ
ば
「
哥
句
」
が
花
、「
音
韻
」
が
実
と
対
応
す
る
と
も
思

わ
れ
る
が
、
本
序
文
は
花
実
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
に
せ
ず
、
花

実
が
不
足
し
て
い
る
状
況
を
「
六
体
」
の
欠
如
へ
と
収
斂
さ
せ
て
論
述
し
て
い

る
。
音
韻
も
整
っ
て
お
ら
ず
歌
病
も
犯
し
た
歌
は
、
過
去
と
比
し
て
華
や
か
さ

も
な
く
将
来
に
伝
え
る
よ
う
な
内
容
も
な
い
と
言
い
、
そ
れ
は
昨
今
の
歌
が
正

し
い
歌
体
で
な
い
か
ら
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
神
代
の
歌
は
花
実
の
不
足
が
な
く
調
和
が
取
れ
て
い
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た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
序
文
は
、
そ
う
し
た
歌
が
作
ら
れ
て
い
た
神
代
を

理
想
と
す
る
こ
と
で
和
歌
の
権
威
付
け
を
は
か
り
つ
つ
、
堕
落
し
た
近
代
歌
人

を
批
判
す
る
こ
と
で
『
歌
経
標
式
』
を
編
む
意
義
と
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

三
、
礼
楽
思
想
と
和
歌

　

本
序
文
の
表
現
が
「
上
文
選
注
表
」
や
「
毛
詩
」
大
序
、
あ
る
い
は
『
群
書

治
要
』
序
に
負
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
述
作
が
『
文
心
雕
竜
』
に
学
ぶ
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
。
濱
成
は
こ
う
し
た
上
表

文
や
文
学
理
論
書
に
学
ぶ
こ
と
で
、
あ
る
種
の
歌
論
を
展
開
し
な
が
ら
本
序
文

の
眼
目
で
あ
る
『
歌
経
標
式
』
撰
進
の
事
情
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
そ
う
し
た
文
脈
に
「
楽
」
の
思
想
が
見

え
隠
れ
す
る
点
は
や
は
り
見
逃
せ
な
い
。
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
序
文
は

全
体
と
し
て
は
「
楽
」
と
和
歌
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
詳
し
く

述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、
後
に
『
古
今
集
』
両
序
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
和
歌
と

為
政
と
を
結
び
つ
け
る
言
説
が
こ
こ
で
既
に
見
え
て
い
る
点
は
和
歌
史
上
大
き

な
意
味
が
あ
ろ
う
）
7
（

。

　

そ
も
そ
も
、
古
代
中
国
に
お
け
る
「
楽
」
と
は
、
人
の
理
性
に
よ
っ
て
内
的

心
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
行
動
に
よ
っ
て
外
部
か
ら

人
の
行
動
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
「
礼
」
と
相
補
的
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
（
尤
海
燕
〈
二
〇
一
三
〉・
桃
崎
有
一
郎
〈
二
〇
二
〇
〉）。
つ
ま
り
、「
楽
」

の
教
化
作
用
に
よ
っ
て
人
々
の
人
格
を
陶
冶
し
、
内
側
か
ら
道
徳
を
矯
正
す
る

こ
と
で
社
会
全
体
の
調
和
を
図
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理

性
・
知
性
を
備
え
た
君
主
が
人
民
を
和
ら
げ
太
平
の
世
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

手
段
と
し
て
「
楽
」
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
よ
く
治
ま
っ
た

治
世
に
は
詩
歌
が
お
の
ず
か
ら
盛
ん
に
な
る
と
い
う
論
理
が
生
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
礼
楽
思
想
は
早
く
に
日
本
に
将
来
し
、
八
世
紀
頃
に
は
当
時
の
知

識
人
に
共
通
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
『
日
本
書
紀
』（
十
八
・
安
閑

天
皇
元
年
閏
十
二
月
条
）
の
大
伴
大
連
の
宣
旨
か
ら
う
か
が
え
る
。

故
先
天
皇
、
建
顕
号
垂
鴻
名
、
広
大
配
乎
乾
坤
、
光
華
象
乎
日
月
。
長
駕

遠
撫
、
横
逸
乎
都
外
、
瑩
鏡
区
域
、
充
塞
乎
無
垠
。
上
冠
九
垠
、
旁
済
八

表
。
制
礼
以
告
成
功

0

0

0

0

0

0

、
作
楽
以
彰
治
定

0

0

0

0

0

0

。
福
応
允
致
、
祥
慶
符
合
於
往
歳

矣
。（
故
、
先
の
天
皇
、
顕
号
を
建
て
鴻
名
を
垂
れ
て
、
広
大
乾
坤
に
配
し
、

光
華
日
月
を
象
る
。
長
駕
遠
撫
し
て
、
都
外
に
横
逸
し
、
区
域
に
瑩
鏡
し

て
、
無
垠
に
充
塞
せ
り
。
上
は
九
垠
に
冠
ら
し
め
、
旁
く
八
表
に
済
す
。

礼
を
制
め
て
成
功
を
告
し
、
楽
を
作
し
て
治
定
を
彰
す
。
福
応
允
致
し
、

祥
慶
往
歳
に
符
合
せ
り
。）

　

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
裴
子
野
「
丹
陽
尹
湘
東
王
善
政
碑
」（『
藝
文
類
聚
』
五

二
・
治
政
上
・
善
政
）
の
引
き
写
し
で
あ
り
、
安
閑
天
皇
が
実
際
に
礼
楽
を
も
っ

て
政
治
を
行
っ
た
こ
と
を
表
さ
な
い
。
し
か
し
、
尤
（
二
〇
一
三
）
が
述
べ
る

よ
う
に
、
帝
王
の
地
方
巡
行
・
臣
民
慰
労
の
記
事
に
こ
う
し
た
文
章
を
引
用
し

た
の
は
、『
日
本
書
紀
』
成
立
当
時
の
政
権
が
制
礼
作
楽
の
必
要
性
を
認
識
し
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て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
当
時
の
知
識
人
が
礼
楽
思
想
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
文
章
と
し
て
、
次
の
例
は
重
要
で
あ
る
。

問
。
礼
主
於
敬

0

0

0

0

、
以
成
五
別

0

0

0

0

、
楽
本
於
和

0

0

0

0

、
亦
抱
八
音

0

0

0

0

。
節
身
陶
性
之
用
、

寔
由
斯
道
、
御
世
治
民
之
義
、
既
尽
於
焉
。
雖
因
世
損
益
而
百
王
相
倚
。

利
用
礼
楽
、
已
有
前
聞
。
未
決
勝
負
、
庶
詳
其
別
。

対
。
臣
聞
、
三
才
始
闢
、
礼
旨
爰
興
。
六
情
漸
萌
、
楽
趣
亦
動
。
固
知
陰

礼
之
作
基
、
綿
代
而
自
遠
、
陽
楽
之
開
肇
、
遂
古
而
実
遐
。
但
結
縄
以
往
、

杳
然
難
述
、
書
契
而
還
、
炳
焉
可
談
。
尋
夫
礼
是
肥
国
之
脂
粉
、
楽
即
易

俗
之
塩
梅
。
…
…
誠
乃
爼
豆
之
業
、
鐘
鼓
之
節
、
於
理
終
須
行
両
、
在
義

寧
容
廃
一
。
謹
対
。

（
問
ふ
。
礼
は
敬
を
主
と
し
て
、
以
て
五
別
を
成
し
、
楽
は
和
を
本
と
し

て
亦
八
音
を
抱
く
。
身
を
節た
だ

し
性
を
陶や
し
なふ
の
用
は
、
寔ま
こ
とに
斯
の
道
に
由
り
、

世
を
御お
さ

め
民
を
治
む
る
の
義
は
、
既
に
焉こ
こ

に
尽
く
せ
り
。
世
に
因
り
て
益

を
損
な
ふ
と
雖
も
、
百
王
相
倚
る
。
礼
楽
を
利
用
す
る
こ
と
、
已
に
前
聞

有
り
。
未
だ
勝
負
を
決
め
ず
、
庶ね
が

は
く
は
其
の
別
を
詳つ
ま
びら
か
に
せ
よ
。

対
ふ
。
臣
聞
く
、
三
才
始
め
て
闢
き
、
礼
旨
爰こ
こ

に
興
る
。
六
情
漸
く
に
萌

え
、
楽
趣
も
亦
た
動
く
と
。
固ま
こ
とに
知
る
陰
礼
の
基
を
作
す
は
、
綿
代
に
し

て
自
お
の
づ
か
らに
遠
く
、
陽
楽
の
肇
を
開
く
は
、
遂
古
に
し
て
実
に
遐は
る

か
な
り
。

但
し
結
縄
よ
り
以を
ち
か
た往
は
、
杳
然
に
し
て
述
ぶ
る
こ
と
難
く
、
書
契
よ
り

而こ
の
か
た還
は
、
炳
焉
に
し
て
談か
た

る
べ
し
。
尋
る
に
夫
れ
礼
是
れ
国
を
肥
や
す
脂

粉
に
し
て
、
楽
は
即
ち
俗
を
易
ふ
る
塩
梅
な
り
。
…
…
誠
に
乃
ち
爼
豆
の

業
、
鐘
鼓
の
節
、
理
に
於
て
終
に
須
く
両
を
行
う
べ
く
、
義
に
在
り
て
寧

ぞ
一
を
廃す

つ
べ
け
む
や
。
謹
み
て
対
ふ
。）

　
『
経
国
集
』
巻
二
十
所
収
の
白
猪
広
成
の
対
策
で
あ
る
。
問
で
は
、「
礼
は
敬

を
主
と
し
て
、
以
て
五
別
を
成
し
、
楽
は
和
を
本
と
し
て
亦
八
音
を
抱
く
」
と
、

礼
楽
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。「
敬
」
は
謹
ん
で
互
い
に
敬
う
こ
と
で
、「
和
」

は
人
心
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
を
言
う
。
続
い
て
礼
楽
の
修
身
・
治
世
の
作
用

を
述
べ
、
そ
う
し
た
礼
楽
は
天
地
開
闢
と
と
も
に
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

強
調
す
る
。
さ
ら
に
対
で
は
、
同
じ
く
礼
楽
が
太
古
に
遡
る
こ
と
を
述
べ
、
ど

ち
ら
も
治
世
に
お
い
て
は
必
要
で
あ
り
、
片
方
を
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
と

結
ん
で
い
る
（
以
上
、
小
島
〈
一
九
六
八
〉
を
参
照
）。
八
世
紀
の
知
識
人
に

よ
る
礼
楽
思
想
の
高
度
な
理
解
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
礼
楽
へ
の
理
解
は
、
何
も
広
成
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。『
懐
風

藻
』
に
「
礼
楽
備

0

0

0

而
朝
野
得
歓
娯
之
致
。（
礼
楽
備
ひ
て
朝
野
歓
娯
の
致
を
得

た
り
。）」（
六
五
序
、
下
毛
野
虫
麻
呂
）
と
見
え
る
の
は
単
な
る
文
飾
で
は
な

か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
藤
原
鎌
足
以
下
、
藤
原
一
族
が
律
令
国
家
形
成
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
六
六
八
年
（
天
智

七
年
）
に
施
行
さ
れ
た
近
江
令
は
鎌
足
を
中
心
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
不
比
等
は
大
宝
律
令
、
仲
麻
呂
は
養
老
律
令
の
作
成
を
主
導
し
た
。

鎌
足
・
不
比
等
・
仲
麻
呂
と
、
藤
原
氏
を
中
心
に
儒
教
的
理
念
の
も
と
で
律
令

の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
尤
（
二
〇
一
三
）
は
『
武
智
麻
呂
伝
』
が
武
智
麻
呂
の

事
績
を
述
べ
る
た
め
に
礼
楽
に
関
す
る
表
現
を
多
数
用
い
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
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さ
ら
に
仲
麻
呂
の
儒
教
主
義
・
唐
風
施
策
の
明
確
な
現
れ
と
し
て
、『
続
日
本

紀
』
に
見
え
る
以
下
の
勅
を
あ
げ
る
。

安
上
治
民
、
莫
善
於
礼
。
移
風
易
俗
、
莫
善
於
楽
。
礼
楽
所
興
、
惟
在
二

寮
。
…
…
（
上
よ
り
安や
す

ん
じ
民
を
治
む
る
は
、
礼
よ
り
善
き
は
莫
し
。
風

を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
、
楽
よ
り
善
き
は
莫
し
。
礼
楽
興
る
は
、
惟
り
二

寮
に
在
り
。
…
…
）

　

七
五
七
年
（
天
平
宝
字
元
年
）
八
月
二
十
三
日
条
の
勅
で
あ
る
。「
二
寮
」

と
は
大
学
寮
と
雅
楽
寮
を
指
す
。
こ
の
表
現
は
『
孝
経
』
広
要
道
章
の
「
移
風

易
俗
、
莫
善
於
楽
。
安
上
治
民
、
莫
善
於
礼
。（
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
、

楽
よ
り
善
き
は
莫
し
。
上
よ
り
安
ん
じ
民
を
治
む
る
は
、
礼
よ
り
善
き
は
莫

し
。）」
を
用
い
て
お
り
、
仲
麻
呂
が
い
か
に
礼
楽
の
教
化
作
用
を
重
要
視
し
て

い
た
か
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

七
七
二
年
（
宝
亀
三
年
）
成
立
の
『
歌
経
標
式
』
は
、
こ
う
し
た
礼
楽
思
想

の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で
編
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
濱
成
は
仲
麻
呂
の
従
兄

弟
に
あ
た
り
、
ま
た
律
令
官
人
と
し
て
は
「
略
渉
群
書
、
頗
習
術
数
。（
略ほ
ぼ

群

書
に
渉
り
て
、
頗
る
術
数
に
習
へ
り
。）」（『
続
日
本
紀
』
四
十
・
延
暦
九
年
二

月
十
八
日
条
）
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
り
、
礼
楽
思
想
を
深
く
理
解
し

て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

改
め
て
、
本
序
文
が
和
歌
を
「
楽
」
の
観
点
か
ら
言
及
し
た
と
思
わ
れ
る
箇

所
を
見
て
み
よ
う
。

原
れ
ば
夫
れ
、
歌
は
鬼
神
の
幽
情
を
感
ぜ
し
め
、
天
人
の
恋
心
を
慰
む
る

所
以
の
も
の
な
り
。
韻
は
風
俗
の
言
語
に
異
ひ
、
遊
楽
の
精
神
を
長
す
所

以
の
も
の
な
り
。
…
…
伏
し
て
惟
ひ
み
る
に
、
聖
朝
端
す
る
こ
と
六
天
に

歴
き
、
楽
を
奉
る
こ
と
窮
ま
る
こ
と
無
く
、
栄
四
輪
に
比
び
、
賞
を
御
ぬ

る
こ
と
極
ま
る
こ
と
難
し
。
…
…
壌
を
撮
り
涓
を
導
く
情
を
以
て
賞
楽
に

加
わ
る
こ
と
有
ら
ん
と
欲
す
。

　

冒
頭
で
韻
を
備
え
る
和
歌
は
「
楽
」
の
効
能
を
発
揮
し
、
そ
れ
ゆ
え
鬼
神
や

天
人
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
挙
げ
し
、
末
尾
で
は
「
楽
」
に
満
ち
た
当

代
を
寿
い
で
い
る
。
冒
頭
部
の
文
脈
が
毛
詩
大
序
に
よ
っ
て
作
文
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
の
毛
詩
大
序
は
、
詩
が
「
楽
」
の
調
和
と
い
う
効
能

を
備
え
る
が
ゆ
え
に
為
政
者
は
詩
に
よ
っ
て
人
民
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
説
い
て
い
た
。

　

本
序
文
の
述
作
は
、
和
歌
が
韻
と
い
う
音
楽
性
を
備
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
和

歌
が
儒
教
の
政
教
的
な
「
楽
」
た
る
性
質
を
持
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
で
、

中
国
詩
論
の
議
論
を
和
歌
に
転
用
す
る
こ
と
に
一
定
の
成
功
を
収
め
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
、
本
序
文
は
そ
う
し
た
「
楽
」
た
る
和
歌
が
人
民
を
教
化

す
る
性
質
を
持
つ
と
い
う
こ
と
ま
で
積
極
的
に
述
べ
る
こ
と
を
し
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
八
世
紀
日
本
の
知
識
人
た
ち
の
礼
楽
へ
の
理
解
の
深
さ
に
鑑
み

る
に
、
詩
と
「
楽
」
と
を
結
び
つ
け
る
毛
詩
大
序
の
理
論
へ
の
理
解
が
足
り
な

か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
。
尤
（
二
〇
一
三
）
は
、
奈
良
時
代
の
正
史
・
政

論
等
に
礼
楽
思
想
の
盛
ん
な
引
用
が
見
ら
れ
る
の
は
、
礼
楽
思
想
が
ま
だ
貴
族

の
意
識
に
内
面
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
う
し
た
論
理
の
粉
飾
を
特
に
必
要
と
し

た
か
ら
だ
と
説
く
。
本
序
文
に
う
か
が
え
る
一
見
不
完
全
な
「
楽
」
に
よ
る
和

歌
効
用
論
は
、
本
来
そ
う
し
た
観
念
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
和
歌
に
「
楽
」
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の
論
理
を
転
用
し
よ
う
と
試
み
て
間
も
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
『
歌
経
標
式
』
序
文
は
そ
の
撰
述
の
事
情
を
述
べ
る
文
で
あ
り
、
和
歌
の
政

治
性
を
説
く
意
図
を
持
つ
文
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
表
れ
た
和
歌
効
用

論
は
、
中
国
詩
論
の
議
論
を
承
け
て
和
歌
の
「
楽
」
性
を
考
え
よ
う
と
し
た
痕

跡
で
あ
り
、
既
に
こ
の
時
代
和
歌
に
政
治
的
・
道
徳
的
効
用
を
見
出
し
つ
つ

あ
っ
た
証
で
あ
る
。『
歌
経
標
式
』
は
、
八
世
紀
後
半
の
そ
う
し
た
和
歌
を
め

ぐ
る
思
想
の
到
達
度
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
歌
経
標
式
』
序
文
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
文
献
か
ら
発
想
を
得
な

が
ら
述
作
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
本
序
文
は
李
善
「
上

文
選
注
表
」
を
骨
格
と
し
な
が
ら
「
毛
詩
」
大
序
や
『
群
書
治
要
』
序
の
表
現

を
利
用
し
、
撰
進
の
事
情
を
述
べ
て
い
た
。
そ
う
し
た
文
脈
は
、『
文
心
雕
竜
』

か
ら
学
ん
で
神
代
を
和
歌
の
起
源
と
し
て
称
揚
し
つ
つ
、
そ
れ
に
比
し
て
衰
退

し
た
和
歌
の
現
状
を
嘆
く
こ
と
で
、
本
書
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
本
序
文
か
ら
う
か
が
え
る
「
楽
」
の
思
想
は
、
和
歌
効
用
論
の
最

初
期
の
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
和
歌
の
倫
理
性
を
徹
底
し
て
説
か
な
い
の

は
、
本
序
文
が
和
歌
の
そ
う
し
た
性
質
を
説
く
た
め
の
文
章
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
代
、
和
歌
と
「
楽
」
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
は

じ
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
楽
」
に
よ
る
君
臣
和
楽

へ
の
志
向
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
、
和
歌
と
為
政
と
を
必
ず
し
も
積
極
的
に
結
び

付
け
な
い
と
こ
ろ
に
八
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
け
る
和
歌
の
位
置
・
歌
論
の
到

達
度
が
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
点
を
考
え
得
る
資
料
と
し
て
、
本
書
は
和
歌

史
上
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

注

（
１

）　
『
歌
経
標
式
』
本
文
は
、
沖
森
卓
也
﹇
ほ
か
﹈（
二
〇
〇
八
）
所
収
の
天
理
大
学
付
属

天
理
大
学
図
書
館
蔵
・
竹
柏
園
旧
蔵
本
（
真
本
系
）
の
影
印
を
底
本
に
用
い
て
抄
本
系

諸
本
と
校
合
し
、
校
訂
し
た
。
訓
み
下
し
文
は
、「
聖
朝
端
す
る
こ
と
六
天
に
歴
き
、

楽
を
奉
る
こ
と
窮
ま
る
こ
と
無
し
。
栄
四
輪
に
比
び
、
賞
を
御
ぬ
る
こ
と
極
ま
る
こ
と

難
し
」
が
馮
辰
鋮
氏
の
指
摘
に
基
づ
く
ほ
か
、
甲
斐
温
子
氏
・
朱
一
麦
氏
ら
と
の
議
論

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

な
お
、
本
書
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
佐
佐
木
信
綱
（
一
九
三
九
）
や
久
曽
神
昇
（
一

九
五
七
）、
沖
森
﹇
ほ
か
﹈（
二
〇
〇
八
）
所
収
「
諸
本
解
説
」（
三
三
三
│
三
三
六
頁
）

に
詳
し
い
。

（
２

）　

沖
森
﹇
ほ
か
﹈（
二
〇
〇
八
）
を
以
下
『
注
釈
』
と
呼
称
す
る
。

（
３

）　

多
田
一
臣
（
二
〇
一
三
）
に
も
同
様
の
発
言
が
見
ら
れ
る
（
三
〇
一
頁
）。

（
４

）　
「
照
燭
三
才
」
は
、『
詩
品
集
注
』
増
訂
本
は
『
梁
書
』
や
『
全
梁
文
』
等
に
よ
っ
て

「
欲
以

0

0

照
燭
三
才
」
と
す
る
が
、
底
本
の
山
堂
先
生
群
書
考
索
本
の
ま
ま
と
す
る
。

（
５

）　

な
お
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
『
歌
経
標
式
』
本
文
中
に
「
彦
火
々
出
見
天
皇
贈
海
竜

女
歌
」（
雅
体
四
・
短
歌
）・「
弔
天
稚
彦
会
者
歌
」（
雅
体
五
・
長
歌
）
と
し
て
見
え
て

い
る
。

（
６

）　
『
増
訂
文
心
雕
竜
校
注
』
は
「
為
」
を
「
始
」
と
す
る
。
黄
叔
琳
注
に
「
馮
本
作
為
」

と
あ
る
ほ
か
、
微
聖
篇
「
則
煥
乎
為
盛

0

0

0

0

」
の
例
に
鑑
み
て
「
為
」
と
す
る
（『
新
釈
漢

文
大
系
』
六
四
〈
明
治
書
院
〉）。

（
７

）　

こ
の
点
に
言
及
し
た
論
と
し
て
、
渡
辺
秀
夫
（
二
〇
一
四
）
や
尤
（
二
〇
一
三
）
が
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あ
る
。

※
本
稿
に
引
用
し
た
作
品
の
本
文
は
、
以
下
の
諸
本
に
よ
る
。
漢
詩
文
は
私
に
訓
み
下
し
、

原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。

『
懐
風
藻
』
＝
小
島
憲
之
（
校
注
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
九
（
岩
波
書
店
）、『
続

日
本
紀
』
＝
佐
竹
昭
広
﹇
ほ
か
﹈（
編
）『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
十
二
│
十
六
（
岩

波
書
店
）、『
経
国
集
』
＝
塙
保
己
一
（
編
）『
群
書
類
従
』
八
・（
群
書
類
従
刊
行
会
）、

『
文
鏡
秘
府
論
』
＝
弘
法
大
師
空
海
全
集
編
輯
委
員
会
（
編
）『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』

五
（
筑
摩
書
房
）

二
十
四
史
＝
『
二
十
四
史
』（
中
華
書
局
）、『
孝
経
』
＝
『
十
三
経
注
疏
』（
中
華
書
局
）、

『
周
易
注
』
＝
樓
宇
烈
（
校
釈
）『
周
易
注
』（
中
華
書
局
）、『
顔
氏
家
訓
』
＝
王
利
器

（
撰
）『
顔
氏
家
訓
集
解
』
増
訂
本
（
中
華
書
局
）、『
文
心
雕
竜
』
＝
楊
明
照
（
校
注
拾

遺
）『
増
訂
文
心
雕
竜
校
注
』（
中
華
書
局
）、『
文
選
』
＝
『
文
選
』（
中
国
古
典
文
学

叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
）、『
詩
品
』
＝
曹
旭
（
集
注
）『
詩
品
集
注
』
増
訂
本
（
上

海
古
籍
出
版
社
）、『
藝
文
類
聚
』
＝
汪
紹
楹
（
校
）『
藝
文
類
聚
』（
中
華
書
局
香
港
分

局
）、『
群
書
治
要
』
＝
宮
内
庁
図
書
寮
蔵
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧　

書
誌

書
影
・
全
文
映
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
）

引
用
文
献

沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
平
沢
竜
介
・
矢
嶋
泉
（
二
〇
〇
八
）『
歌
経
標
式　

影
印
と
注
釈
』、

お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
八
（『
歌
経
標
式　

注
釈
と
研
究
』〈
桜
楓
社
、
一
九
九
三
〉
の
改

訂
再
刊
版
）

久
曽
神
昇
（
一
九
五
七
）「
解
題
」、
佐
佐
木
信
綱
（
編
）『
日
本
歌
学
大
系
』
一
、
風
間
書
房
、

一
│
四

小
島
憲
之
（
一
九
六
五
）「
歌
経
標
式
」、『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
下
、
塙
書
房
、

一
三
七
一
│
一
三
九
四
、
第
六
篇
第
二
章
（
二
）

│
│
│
│
（
一
九
六
八
）「
序
説
」、『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
上
、
塙
書
房
、
五
│
五
〇

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
三
九
）「
歌
経
標
式
解
題
」、『
歌
経
標
式　

一
名
浜
成
式　

解
題
付
』、

東
洋
文
化
研
究
会

新
間
一
美
（
二
〇
〇
三
）「
花
も
実
も
│
│
古
今
序
と
白
居
易
│
│
」、『
平
安
朝
文
学
と
漢

詩
文
』、
和
泉
書
院
、
三
│
四
〇
、
第
一
部
（
初
出
＝
『
甲
南
大
学
紀
要　

文
学
篇
』

四
〇
、
一
九
八
一
）

多
田
一
臣
（
二
〇
一
三
）「『
歌
経
標
式
』
か
ら
『
古
今
集
』
へ
」、『
古
代
文
学
の
世
界
像
』、

岩
波
書
店
、
二
九
一
│
三
〇
五
、
第
六
章
（
初
出
＝
『
文
学
』
九
・
一
、
二
〇
〇
八
）

細
野
哲
雄
（
一
九
四
九
）「
歌
経
標
式
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、『
国
語
と
国
文
学
』
二
六
・

一
二
、
一
三
│
二
二

村
田
正
博
（
二
〇
〇
五
）「
歌
学
の
創
始
│
│
『
歌
経
標
式
』
序
文
の
構
想
│
│
」、『
万
葉

集
研
究
』
二
七
、
塙
書
房
、
二
七
九
│
三
一
八

桃
崎
有
一
郎
（
二
〇
二
〇
）『
礼
と
は
何
か　

日
本
の
文
化
と
歴
史
の
鍵
』、
人
文
書
院

尤
海
燕
（
二
〇
一
三
）「
日
本
の
礼
楽
思
想
史
│
│
『
古
今
集
』
を
生
み
出
す
土
壌
と
し
て

│
│
」、『
古
今
和
歌
集
と
礼
楽
思
想
│
│
勅
撰
和
歌
集
の
編
纂
原
理
』、
勉
誠
出
版
、

三
三
│
七
四
、
第
一
章
（
初
出
＝
義
江
彰
夫
〈
編
〉『
古
代
中
世
の
史
料
と
文
学
』、
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
）

渡
辺
秀
夫
（
二
〇
一
四
）「〈
歌
の
ち
か
ら
〉
天
地
・
鬼
神
を
動
か
す
も
の
│
│
「
礼
楽
」
と

「
歌
」
│
│
」、『
和
歌
の
詩
学
』、
勉
誠
出
版
、
一
六
八
│
一
九
一
、
第
七
章
（
初
出
＝

『
国
語
と
国
文
学
』
七
九
・
五
）

〈
附
記
〉

　

本
論
文
は
、
甲
斐
温
子
・
朱
一
麦
・
馮
辰
鋮
の
三
氏
と
の
『
歌
経
標
式
』
輪
読
会
で
の

議
論
の
成
果
で
あ
り
、
二
〇
二
二
年
三
月
六
日
開
催
の
早
稲
田
古
代
研
究
会
例
会
（
於

Zoom

）
で
の
「『
歌
経
標
式
』
序
文
の
再
検
討
」
と
第
す
る
口
頭
発
表
（
稿
者
・
甲
斐
の

共
同
発
表
）
に
基
づ
く
。


